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1.　洗浴中に含まれる多価金属イオンが洗浄効果に有

害であることが知られてお り，市販洗剤中のト リポ リリ

ン酸 ナト リウム(ＳＴＰ)の配合は主 としてその封鎖にある

とい われている。本研究は種々 の濃度 のSTP,  EDTA,

NTA, ポリアクリル酸ナ ト リ ウ ム(ＳＰＡ)を硬水洗浄液

に添加し，金属イオンの封鎖と洗浄効果 の関係を検討し

た。またこれら助斉ﾘについて，再汚染に最も関係の深い

分散能についても検討した。

2.　天然の塵埃汚染布を作成し，タ ーゴトメ ータ ーを

用い て洗 浄し た。 活性 剤は ＡＢＳ(アニ オン性), APE( ノ

ニオン性)の0.1% 水 溶 液 で,    Ca++ とFe ¨ を含む

102  p.p.m. の人工硬水を用いた。 分散能は脱脂したカ ー

ボンブラック分散液を試験管にと り，よく振畳後一定昨

間静置して一定深さの位置から試料液を取 り出し適当に

希釈し て吸光度によ り評価した。

3.　洗 浄効果 におよぼすキレ ート剤濃度 の影響はABS.

と ＡＰＥ では著しく異な り,   ABS ではキレート剤の硬

水封 鎖当量濃度よ ≫3，そ の1/2, あるいは２倍 の助剤濃一

度の場合のほ うがかえっ て洗浄性 がよかった。 APE で

はキレ ート剤の濃度 の増加 とともに洗浄性は単調に良く

なる。 高分子電解質の ＳＰＡ は キレート価は高いに も加

かわらず洗浄効果は高くなかったが，分散能は良好であ

った。


